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第 2 日（ 8 月 24日）
講議：補剤の基礎と臨床
8 : 45 基礎：補剤の抗骨組緊活性
9 : 15 臨床：補剤の臨床応用
10: 30 臨床：精神的疲労とストレスと漢方
文教ニュース第1693号（平成14年 9 月 9 日）掲載
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体験実習
12 : 40 はじめに








20: 00 和漢薬談義 B
漢方診断学部門柴原直利，喜多敏明，後藤博三
薬物代謝工学部門服部征雄
第 3 日（ 8 月 25 日）
その 1 伝承薬物から創薬へ
その 2 和漢薬なんでもQ






興味が増した； 67%，興味がわいた； 16%，懐疑が増した； 2%
。夏期セミナー全般への感想に関して
非常によかった； 49%，まあまあよかった； 37%，普通； 4%
。セミナーの講議，体験実習，和漢薬談義の各々の内容に関して
理解しやすかった； 81%～19%，理解しづらかった； 0%～30%
なお，受講者の経歴，並びに理解度が異なったにもかかわらず，理解しづらかったと回答をよせた受講者
はおおむね10%以下であった。
0セミナーへの意見・希望等に関して
講議に関しては， 30名より言葉が寄せられた。講師への感謝を述べたものが多数見受けられた。
体験実習に関しては， 29名より言葉が寄せられた。いずれのコースへも，初めての経験に強く興味と関心
を引き付けられたと記載されていた。
和漢薬談義に関しては， 16名より言葉が寄せられた。講師への感謝の気持ちを述べたものが多数を占めた。
その他にも 14名から言葉が寄せられた。夏期セミナーへの感謝の気持ちを記載したものが多数を占めた。
